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①
牛
飯
と
同
義

②
ミ
ル
ク
・
砂
糖
を
入
れ
な
い

―
―

コ
ー
ヒ
ー

③
狭
い
通
路

④
米
国
合
衆
国
の
通
貨
単
位

⑤
在
日
米
軍
機
の―

―

に
苦
し

み
怒
る

⑥
実
地―

―

、
職
業―

―

⑩
神
戸
北
野
の―

―

⑫
容
姿
端
麗
な
男
性

⑮
歩
く
姿
は
○
○
の
花

①
相
手
に
利
益
を
与
え
自
分
も

利
益
を
得
る
こ
と

⑦
起
こ
り
。
地
名
の―

―

⑧
○
○
は
友
を
呼
ぶ

⑨
花
の
色
や
時
代
は―

―

や
す

く
無
常
を
感
じ
る

⑪
腰
の―

―

が
な
く
肥
満

⑬
○
○
を
以
っ
て
○
○
を
制
す

⑭
暗
殺
者
の―

―

に
倒
れ
る

⑯
戦
争
で
分
捕
っ
た
品
物

　カギを解き、二重ワクに入る文字をアル
ファベット順に並べてできる言葉は何でしょ
う。

クロスワードクイズ

応　　募　府職労本部まで
締め切り　７月25日（金）

前回の応募は８通でした。 正解者の
中から抽選で５人の方に図書カード

（1000円分）を進呈します。クイズの解
答とあわせ、読者の皆さんのメッセー
ジ、要望、意見、趣味の写真など通信
してください。 

⑯
伐
採
し
た
木
を
角
材
や
板
に

す
る―

―

所

⑰
普
通
、
和
歌
と
言
え
ば

⑲―
―

的
な
生
活
リ
ズ
ム
。―

―

を
守
ろ
う

⑳
教
室
の
○
○
替
え

�
日
本
人
の
主
食

⑰
進
化
の
対
語

⑱
祭
礼
を―

―

床
し
く
行
う

⑳
敵
に
出
会
う
と
体
を
丸
め
て

身
を
守
る
夜
行
性
の
哺
乳

類
。
ア
リ
を
食
べ
る

�―
―

化
で
生
産
増

�
残
り
物
に
○
○
あ
り

タ
テ
の
キ
ー
♡

ヨ
コ
の
キ
ー
♢

【解　答】

クロス
ワード ６月号の解答と当選者

答え＝危険な基地、安保のせいよ
当　選　者

坂本美由紀（豊中保健所）
中村　暁彦（公衆衛生研究所）
和田　　真（枚方土木事務所）
小谷　昇二（池田土木事務所）
西川　　信（用地室）

古紙配合率１００％再生紙を使用しています。

非常勤職員の待遇改善が
国会でも議論に

賃
金
削
減
は

  　
時
代
に
逆
行
す
る
行
為

　　府公職労が団体交渉　　

とき　8月27日（水）午後便～30日（土）昼間便
場所　沖縄・石垣島 ペンション・マリンサービス「KATSU」
費用　8万2千円（4ダイブ込み参加費 10万円）

　

府
公
職
労
は
６
月
19
日
、
大

阪
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の

組
合
員
２
人
も
参
加
し
、　

非

常
勤
職
員
の
雇
用
単
価
引
き
下

げ
提
案
に
対
す
る
団
体
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。

均
衡
を
図
る
な
ら

待
遇
の
改
善
を

　

府
公
職
労
は
、
非
常
勤
職
員

の
賃
金
水
準
に
つ
い
て
、「
常

勤
職
員
と
の
均
衡
」
と
当
局
は

言
う
が
、
そ
れ
は
都
合
の
よ
い

「
均
衡
論
」
で
あ
っ
て
、
昇
給

・
一
時
金
・
退
職
金
制
度
が
な

い
非
常
勤
職
員
の
待
遇
を
ま
ず

改
善
す
る
こ
と
が
本
当
の
意
味

で
の「
均
衡
」を
図
る
こ
と
で
は

な
い
の
か
と
追
及
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
当
局
は　

「
非
常
勤
職
員
の
形
態
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
、
形
態
に
応
じ
た
働

き
方
が
さ
れ
て
お
り
、
均
衡
は

図
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
」
と
答
え
た
こ
と
か
ら
、
休

暇
制
度
の
問
題
点
を
し
め
し
非

常
勤
職
員
の
な
か
に
も
格
差
が

あ
る
こ
と
訴
え
ま
し
た
。

生
活
保
護
基
準
を

大
き
く
下
回
る

賃
金
水
準

　

障
害
者
能
力
開
発
校
で
手
話

通
訳
を
し
て
い
る
高
橋
分
会
長

は
「
大
阪
府
と
し
て
非
常
勤
職

員
は
必
要
な
も
の
な
の
に
、
非

常
勤
と
し
て
働
か
せ
て
い
る
。

正
職
員
化
す
る
べ
き
で
あ
る
。

聴
覚
障
害
者
の
手
話
通
訳
は
必

要
な
職
種
で
あ
る
。
賃
金
で
差

別
し
、
一
時
金
も
な
い
。
自
分

の
く
ら
し
が
保
障
さ
れ
な
い
と

よ
い
府
民
サ
ー
ビ
ス
は
提
供
で

き
な
い
」
と
追
及
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
阪
市
の
単
身
者
の

生
活
保
護
基
準
は
、
生
活
・
住

宅
扶
助
で
約
12
万
円
で
あ
る
。

生
活
保
護
基
準
を
大
き
く
下
回

る
賃
金
水
準
に
な
る
。
こ
う
い

う
実
態
を
ど
う
お
も
っ
て
い
る

の
か
」
と
質
し
ま
し
た
。

　

当
局
は
「
他
府
県
と
比
較
し

て
高
い
が
、
指
摘
の
よ
う
に
保

護
基
準
と
比
べ
れ
ば
低
い
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
い
」
と
答
え

ま
し
た
。「
生
活
保
護
基
準
を

下
回
る
賃
金
の
改
善
こ
そ
必
要

で
あ
り
、
リ
ー
ド
役
を
果
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
治
体
職

場
で
非
常
勤
の
賃
下
げ
な
ど
行

う
べ
き
で
は
な
い
」
と
追
及
し

ま
し
た
。

　

当
局
は
、「
本
日
、
指
摘
を

受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
知

事
に
も
伝
え
誠
意
を
も
っ
て
検

討
し
た
い
」
と
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
民
の
４
人
に
１
人
が

亡
く
な
っ
た
沖
縄
戦
「
終
結
」

か
ら
63
年
を
迎
え
た
６
月
23
日

（
月
）、
大
阪
市
の
扇
町
公
園

で
「
派
兵
恒
久
法
・
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
、
国

民
犠
牲
は
や
め
よ
！
安
保
廃
棄

大
阪
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
主
催
は
安
保
廃
棄
・
諸
要

求
貫
徹
大
阪
実
行
委
員
会
。
１

４
０
０
人
の
府
民
・
労
働
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

「
格
差
と
貧
困
」
の
拡
大
、

福
祉
切
捨
て
や
医
療
差
別
の
国

民
い
じ
め
の
悪
政
を
す
す
め
る

一
方
で
、
米
軍
海
兵
隊
の
グ
ア

ム
移
転
を
含
む
米
軍
再
編
の
経

費
３
兆
円
の
負
担
、
巨
大
な
ム

ダ
と
利
権
の
巣
窟
と
な
っ
て
い

る
膨
大
な
軍
事
費
に
対
す
る
怒

り
の
声
が
大
き
く
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

米
軍
基
地
の
問
題
も
憲
法
・

海
外
派
兵
の
問
題
も
、
そ
の
根

源
に
あ
る
の
は
安
保
＝
日
米
同

盟
で
す
。
安
保
へ
の
疑
問
と
関

後
、
２
つ
の
デ
モ
コ
ー
ス
に
わ

か
れ
て
「
安
保
廃
棄
」
の
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
大
阪
の
街
に

響
か
せ
ま
し
た
。

心
が
高
ま
り
、
福
田
内
閣
の
支

持
率
が
10
％
台
に
落
ち
込
み

「
日
米
同
盟
の
根
幹
が
揺
ら
い

で
い
る
」（
産
経
社
説
）
と
い

う
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

集
会
は
、
国
会
情
勢
等
の
報

告
が
さ
れ
た
あ
と
、
神
奈
川
の

安
保
廃
棄
・
統
一
促
進
会
議
の

宇
佐
美
事
務
局
長
か
ら
「
米
原

子
力
空
母
配
備
反
対
７
・
13
全

国
大
集
会
in
横
須
賀
」
の
取
り

組
み
と
参
加
の
訴
え
が
さ
れ
ま

し
た
。
各
団
体
か
ら
決
意
表
明

アメリカ言いなりやめよと1400人が参加（６月23日）

沖
縄
戦「
終
結
」か
ら
63
年

派
兵
恒
久
法
・
改
憲
NO
�

第47回 府職労平和友好祭

スキューバーダイビングin石垣

とき　７月20日（日）～22日（火）
場所　志摩市ともやま公園野外活動センター
費用　大人=20,000円　小学生=15,000円


